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研 究 主 題

「生徒の運動 に親 しむ資質や能力 を高め る支援の工 夫

一選択制授業を通 して 一 〔陸上競技〕 〔武道 ・ダ ンス〕」

1研 究主題 につ いて

1研 究主題設定の理 由

一 一　 一 一

r_生徒の縣 動への参加状況につ、て1罐 動に難 もち活発に運動する者 とそうでな、、

者 との二極化傾向がみられる。

生徒職 家麟 域社会など生活全体を通 じて運動が好きになり・生涯を通して明る■

豊かな生活を送ることができるようにすることは、学校体育に求められている重要な課題であ1

る。1

1
保健体育科の学習指導においては、生徒がただ単に運動することだけではなく、 自己の能力

に応 じた運動の課題解決を目指 した活動が重要 となって くる。 また、その活動から得 られる運

動の楽 しさや喜びを味わうことができるようにするとともに運動技能を高め、勝敗を競 ったり、

仲間と協力 して課題を解決 したりしていく喜びを実感することがより必要 となってきている。

そのために、生徒+人 が能力 ・酷 興味 囎 に応じて運動の楽 しさや喜びを味わ1

うには、「生徒の運動に親 しむ資質や能力を高ある」 ことが重要である。1

その方法とし砧 徒自らが課題を発見 し・解決に向け取 り組む 「課題解rの 学習を行1

う ことが よ り求め られて きて いる。

さ らに、その学 習を深めて い くには、運動 す る領域 や種 目を生徒 自 らが選 び、 主体 的 に活動

して い く選択制授業 を推進 す ることが、中学校 保健体 育科 にお いて は、大 きな課 題であ る。

そ こで、選 択制授 業を通 して 「生徒の運動 に親 しむ資質や能力を高め る支援 の工夫」 を行 う

ことは、生徒一人一人が運 動を好 きにな り、生 涯 にわ たる豊か なスポーッライフを実現 して い

くための基礎 を培 うもの とと らえ、本主題を設 定 した。

一 一 ノ

2研 究 のね らいと仮説

r㎜ 　　一一 』 一 』
}生 徒の運動に親しむ資質や能力を高めるために、選択制授業を通して、運動の楽しさや喜びを味

座 塑 題を主一 決できる支凱 夫整 と腰 と柵 璽 らいと㌧
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研 究の仮説

選択制授業 における支援 をユニ夫す れば、生徒 の運動 に親 しむ資質や能力を高 める ことが

で きる。具体的 な支援 にっいては、次 の4点 の仮説 を立て た。

①生徒が 自 ら運動 を選択 し、運動 の学 び方 を身 にっ けるための 「支援」 を工夫 す

ることによ り、生徒 の運動へ の関心 や意欲 を高 め、 自発的 ・自主的 に学習 に取

り組む能力 をは ぐくむ ことがで きる。

② 仲 間 と と もに活 動 の仕 方 を話 し合 った り、 考 え た り して運 動 を行 うため 「支 援」

を工 夫 す る こ とに よ り、 仲 間 と協 力 して 課 題 解 決 す る喜 び を味 わ い、 互 い を認

め、 高 め 合 う豊 か な人 間 関 係 を は ぐ くむ ことが で き る。

③ 自己の能力 に適 した運動課題 を解決す るための 「支援」を工夫することにより、

生徒が運動 の特性 に触 れて運動 の楽 しさや喜 びを味 わ うことが で きる。

④ 運 動 の 技 能 や 知 識 ・理 解 を深 め る た め の 「支 援 」 を工 夫 す る こと に よ り、 運 動

を継 続 的 に行 う習 慣 を 育 て 、 豊 か な ス ポ ー ッ ライ フ の基 礎 を培 う ことが で きる。

3研 究の内容

(1)運 動領域か ら 「陸上競技」及 び 「武道 ・ダ ンス」 を設定 し、研究主題 の理解 を深 め、研

究を進め る。

(2)選 択制授業 につ いて の意識 ・実態調査 を行 い、実態 と課題等 につ いて集計 ・分析 ・考察

を行 う。

(3)選 択制授 業にお ける、課 題解決型 の学習過程 において、 自発的 ・自主的 な学習 にかかわ

る支援 を工 夫す る。

(4)選 択制授 業を とお して、支援 を中心 と した単元計画及 び学習指導案 を作成す る。

(5)「 陸上 競技」及 び 「武道 ・ダ ンス」の領域で、支援の工夫 を中心 と した実証授業を行 う。

(6)実 証授 業の結 果か ら研究 全体 を考察 し、今後 の課題を明 らか にす る。

一3一



4研 究 の全体構想図

中央教育審議会答申

・豊かな人間性や社会性、国

際社会に生 きる日本人とし

ての自覚

・自ら学び、自ら考える力の

育成

・教育課程審議会答申 ・保健体講 会a

_一 一 」

晒感熱一_

・ゆとりのある教育活動を展開

する中で、基礎 ・基本の確実

な定着を図 り、偲性を生かす

教育を充実する。

・各学校が特色ある教育、学校

づくりを進める。

i

ニ ー 保健鯖科明標 『
心 と体を一体としてとらえ、運動や健康 ・安全についての理解 と運動の合理

的な実践を通 して、積極的に運動に親 しむ資質や能力を育てるとともに、健康

雌 欝 の実践力の育成と体力の阯 を図り'明るく豊轡}

一

L
一

に

…一
〈研究主題〉

生徒の運動に親 しむ資質や能力を高ある支援の工夫
一選択制授業を通 して一 〔陸上競技〕〔武道

、ダンス〕
/一

i

〈目指す生徒像〉

醗 塵璽饗欝 蟹灘 患遡
コ

一
⊂藝 藝⊥

T-…
_i

一_ 〈研究の内容〉 「
(1)運 動領域 か ら 「陸上競技」及 び 「武道 ・ダンス」 を設定 し、研究主 題 の理解 を深 め、

研究 を進 め る。

② 選択制授業 にっいての意識 。実態調査 を行 い、実態 と課題等 にっ いて集計 ・分析 ・考

察 を行 う。

　灘 欝 講 罐 発的'自主的な学翫 かかわる「支凱 夫」塑

垂
墾

〈研 究 の ま と め〉
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5運 動 に親 しむ資質 や能力 の育成

本研究 では、「運動 に親 しむ資質や能力」 の育成 に視点 をおき、 そ の具 体化 を中心課 題 と

した。 そ こで、次 の4っ の観点 についての考 え方 を明 らかに して、研究 に取 り組 む ことに し

た。

運動 の学 び方 を身 に付 け、運動へ の関心 や意欲 を高 め ること

① 生徒 の発達段階や能 力 ・適性を把 握す ることで、多様 な運動 への動機 づ けが可能 とな

り、生徒 自身が運 動への関心を高めて い くことにっなが ると考 え た。

② 生徒 が運動を 自分 で選んだ り、活 動内容を考えた り、工夫す ることがで きる学習活動

を展 開す ることで、 よ り運動への意 欲が高 ま り運 動 に親 しむ態 度を養 うことにっ なが る

と考えた。

仲間 と仲良 く運動 した り、互 いに協力 した りして学 習す る こと

① 仲 間 と一 緒 に仲 良 く運 動 す る こ とで 、 楽 しみ 方 を 知 る と と もに、 互 い に楽 し も う とす

る意欲 が 高 ま り、 運 動 す る こと の喜 び を体 得 で き る こ と にっ なが る と考 え た。

② グル ー プ活 動 を意 欲 的 に進 む よ うに促 す ことで 、 協 調 性 が 高 ま り、 男 女 が 互 い の良 さ

を 認 め 合 い、 高 め合 うな ど の豊 か な人 間 関 係 を は ぐ くむ こと にっ なが る と考 え た。

各種 の運動 の特性 に触 れ楽 しさや喜 びを味わ うこと

① 運動体験や運動 の楽 しみ方 の経験 を もとに、生徒一人一人が今 もってい る力を把握 し、

活動内容 に生か して い くことで、運動 の特性 に触れ、楽 しさや喜 びを味 わ うことにっな

が ると考え た。

② 生徒一人一人 の個性 を認 め、伸 ばす考 え方 に立 ち、 それぞれに適 した学習活動 を展 開

で きるよ う配慮す る ことで、 よ り深 く運動 の特性 を追求 で きることにっながると考えた。

運動 の技能 や知識 を深 める こと

① 技能 の向上 は、運動 の楽 しさや喜 びをよ り深 あ、運動 を 日常生活 に積極的に取 り入 れ、

生活 の重要 な一部 とす る ことで、豊 かなスポー ッライ フの基礎 とな る能力 を培 うことに

っ なが ると考 えた。

② 知識や理解 を深 め ることで合理的 な運動 の実践 を可能 に し、安全 への配慮 や健康 の保

持増進 と体力 の向上 を図 ることにっ なが ると考 えた。
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皿 研究の内容

1選 択制授業 における意識 。実 態調査 の結果 と考察

〔1)意 識 ・実態調 査 について

ア 目 的

イ 対 象

ウ 調査数

指導 計画を作成 す るに当 り、選択制授業 におけ る教員 と生徒 の意識 。実態

を把握す る。

研究員所属 区 ・市の保健体 育科教 諭及 び講 師

研究員所属校 より3校 の第1～3学 年男 女生徒

教師!43名(選 択制授 業実施 者77名 、未実施者66名)

生徒656名(選 択制授業経験者245名 、未経験 者411名)

〈2)意 識 ・実態調査 の結果 と分析

ア 結 果

① 今後 自分 で領域 や種 目を選択 し学習 したいか(生 徒)

8

66。 鑑

4

2

%

灘Rし たい

雛 霧一
m選 択 条欝軽き

1霧 経験者 …≡ヨ策経験者1

・,蔓L

一斉授粟

複数回答可

経験者の60%が 「選択 した い」 と

答 え、条件付 きまで含 めると、90%

以上 が実施 を望 んでい る。未経験者

もほぼ同様 の割合 で選択制授業 を望

んでい る。

SQ

64

40

20

翅

%

② 種 目を選択 した理 由(生 徒)

一

72i

謹一

後一一篠
一

技術向上

鑑申擁 雪

/Oi-

体力向上

藍
経験種目

一獲
彩撚==
彰作
/////.rte

髪修
多%一 一

得意好き

1

…

i
!iB;

瑳置`醒8"

箋8

筆

2、藝

.........._.........

iz;

錫餐
75

,,噂

あ ・一
'

苦手克服 未経験 友と一緒 その他亟
③ 選択制授業 の長所(教 員 ・生徒)

載鱒用アンケートより

複数回答可

覧 …鉢諌ζ活● 生讐が謙睦盈窪 重饗撃の脅≧ 践鍵のRt生 受が学{∫aう 生灘強雍の菖穫 その嬉

櫨蝕回答可

遭嬢脚撰雲継口癒のアンケートよサ

生 徒 が種 目を選 択 した理 由で は、

経 験 者 は、 「技 能 の 向 上 」 を 第 一一

にあ げ 「過 去 に 経験 して 楽 しか っ

た 」 「得 意 ・好 き な種 目 」 を 選 択

して い る。 未経 験 者 は、70%以 一L

が 「得 意 ・好 き」 を あ げ、 技 能 の

向 上 」 「経 験 して 楽 しか っ た 」 が

続 い て い る。

θo

80

40

za

亀 ・砿 技踊阯

6馬85

笏

i灘錘 澹 霧

-善

!
i

i

.一

溢 温⊥1
むカ　よ ほれぼま ホカぼ けにない モのb

膠 … 子舅・岡 _6警 醐

選 択 制 授 業 の よ い点 と して、 実 施

者 の約3分 の2が 「生 徒 の主 体 的 活

動 」 「興 味 ・関心 ・意 欲 の 向上 」 を あ

げ、 「生 徒 自身 の 課 題 設 定 」 と 「生

徒 同 士 が学 び合 う」 も半 数 を越 す 回

答 が あ った。 経 験 者 は 、 「や る気 」

を あ げ て い る もの が 、60%を 越 え 、

「特 に な い」 と答 え て い る もの は 、

10%に 満 た な い。



④ 選択制授業 の問題点(教 員 ・生徒)

O

O

O

7

6

5

40

30

20

10

5i用 アンケートより

g6計 画が不十分 課竈置定不安 種目へのeり 効果が薄い 関わりに難 甚習が懸理 資料が大糞 評価評定に難 その他

複数回答可

選択制臓 経駿生後アンケートより

so

菱
菱

50

O

O

O

O321

糞…雅 ・

96向 上しない

9i7

繊当
体力不足

髪≡
櫓導なし

一;
<

…髪 ≡'

計園大変

〃 曙,

1鑓
特にない

zi21
呪 鴛

他

複数回箸可

塵 ・験肝 目 経験矧

選択 制授 業の問題点 と して実施者

の60%弱 が 「評価 ・評 定 の難 しさ」

を あげ、40%強 が 「生 徒 の計画 が不

十分」 「好 きな種 目へ の偏 り」 を あ

げて いる。

また、選 択制授業を経験者 の半数

以上が、問題点 は 「特 にない」 と答

えて いる。 割合 は少 ないが、 「教 員

の指導が ない」 と回答 した経験者 の

女子でが20%い る。

⑤ 実施 しな い理由(教 員)

無理解 教員体鋼 範設・設僑 室体惚二踵問 激師主導 岐能向上薄 男is#St責 餌が大変評価"定が難 その他
%

複致回答可

未 実 施 者 の約55%が 「教 員 体 制 」

を あ げ、 半 数 近 くが 「評 価 評 定 の難

しさ」、 「施 設 ・設備 」 をあ げて い る。

ま た、 約40%が 、 「生 徒 の 主 体 的 活

動 に疑 問 」 を もって い ると回 答 した。

イ 考 察

① ほとん どの生徒が選択制授業 を希望 して いる ことか ら、今後一層選択制授業 の拡充 が

求 め られ る。

② 種 目を選択 した理 由で は、未経験者 は 「得意 ・好 き」 をあげて い る割 合 が最 も高 く、

経験者 は 「技能 の向上」 をあげて いる割合が最 も高 い ことか ら、未経験者 が選択制授業

を経験 す ることによ り、技能 の向上 に目的が変 わ ってい くもの と考 え られ る。

③ 選択制 授業 を実際 に経験 して 「や る気がで た」生徒 が多 く、 また実施 してい る教員 が

「生徒 の主体 的活動」 と 「興 味 ・関心 ・意欲 の向上」 を効果 と して あげて いることか ら、

選 択制授 業が生涯体育 ・スポーッへ の基礎づ くりと深 くかかわ ってい くもの と考 え られ

る。

④ 選択制 授業 の問題点 と して、生徒 の20%弱 が 「教員 の指導 が無 い」 「自分 で計 画 を立

て るのが大変」 と答 えて お り、選択制授業 の趣 旨や意義 にっ いて も今後一層、啓発 して

い くことが求 め られる。
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2学 習過程 における工夫

学 習過程 については、「関心 ・意欲」 「仲間」「特性(楽 しさ ・喜 び)」 「技能 、 知識 理解 」

の四っの観点 を中心 に 「運動 に親 しむ資質 や能力」 を育成す る支援 の内容 を工夫 した。

学

習

王

学

習1

II

ま

と

め

(1)関 心 ・意欲

。生徒 の意識 ・実態

調査 を実施す る。

・掲示物、視聴覚機

器、学習資料 の活

用 によ るオ リエ ンF

テー ションの充実 ・

を図 る。

(2)仲 間

・事前の人間関係

に関する調査を

実施する。

・運動領域に関す

る話 し合い活動

の時間を設ける。

・課 題 の 設 定 と ・'/-g"一 へ の 支1

に向けての学習方

法が適切かどうか

を、学習資料、学

習カー ド、 ビデオ

で確認 していく時

間を設定するa

・専門の用具や現代

的な リズムの曲を

積極的に使用する

・領域及び種 目を変

更できる機会劉

け、再度 ね らい1

ね らい2の 時間を

設定 す る。

・生徒の計画、運営

による試合や発表

会を実施する。

援を していく場

や時間を設ける

こ と で 、 グ ル ー1

プの仲間づ くり

を隙 翫i

・グル ープでの話

し合いの場では、

学 習資料 や学 習

カー ドを必 ず使

用 す る。

・グループでの記

録会 や試 合、発 ・

表会のために■

事前 に リー ダー

への助言を行 う。

(3)特 性(楽 しさ ・喜び)

・どの領域 も経験 し、選択

で きるよ う、試 しの 自由

試技や武道、 ダ ンスへの

自由参加の時間を設定 す

る。

喜び) (4)技 能、知識理解

選択 ・学習資料や視聴覚機

・記録を計 った り、試合や

ダ ンスの一部を毎回発 表

した りす る。

器か ら運動の内容を

知 り、技能の学び方

を知る。

・記録 の変化 や技 、 ダ ンス

の内容の経過 については、

一 人一人 が記録 を とる
。

才模範試合 や模範試技、代

表 の発表 を全員で見合 い、』

話 し合 いを通 して、運動 、

の特性にっいてまとめる。

・いっで も誰で もす ぐ

に見れ、学習を深 め

て いけ る領域 ごとの

資料集 を見やす い位

置 に置 く。

・グループ同士が学習

計画案を見せ合い、

話 し合いや賞賛 し合

う場を設ける。

・学習 カー ド、学 習資

料 を通 して 自分 の課

題解決 の成果 にっい

て確認 す る。
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3単 元計画 作成上の考え方

教 師 ・生徒 は、選択制授業 における課題解決 に向 けて の学習計画 を考え る際 は、選択制授

業 の考え方や内容等 につ いて十分理解す る ことが大切で ある。選択制授業 にお いては、生徒

一人一 人の運動や スポーツへ の多様 な欲求 に対応 して、生徒が運動 の楽 しさや喜 び(特 性)

を よ り深 く味 わ うことが重要で ある。 さ らに生徒 自身が 自 らの能力 ・適性 ・興味 ・関心 な ど

に応 じて主体的 に運動の行 い方や楽 しみ方 を工夫 してい くことが必要で ある。

単元計画 の作成 にお いては、学習1か ら学習II、 ま とめ と学習 が深 まっていく経過 の中で、

教師が中心 に行 う授業か ら、生徒 の自発的、 自主的活動が 中心 とな る授業 に移行 してい くよ

うにす ることが重要で あ り、 そのモデル例 を下図 のよ うに考 えた。

〈選択制授業 におけ る単元計画 のモデル例〉

学習1は 教師 が中心 に行 うオ リエ ンテー シ ョンか ら始 ま り、1～3時 間後 に学 習IIに 移行

す る。学習IIで は、徐 々に生徒主体 の学習活動 が展 開 され、課題発見 や課題解決等 が行 われ

る。

まとめの段 階は生徒 がほ とん ど主体 的に行 う記録会 や、試合、発表 とな り、 教師 は必要 な

支援 を行 う。
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4選 択 制授業(陸 上競技)

(1)意 識 ・実態調査の結果 と考察

目 的 ・陸上 競技 にお ける意識 ・実態を把握 し、選択制授業 の充実 に資 す る。

対 象 ・研究 員の所属す る公立 中学校4校 の第1学 年 か ら第3学 年男女656名

調査 数 ・選択制 授業経験者245名 、選択制授業未経験者411名

ア 結果

① 陸上競技の授業で種 目を選択 できるとした ら、 どの種 目を選びたいですか。(複 数回答)

%陸 上競技で選択したい種目
so

so

40

30

zo

10

短 ・リr 長 距 離 走 ハート●轟走

i・ 囎 目 朱経囎1

幅り跳び 高 り跳び

複数回答可

経 験 者 も未 経 験 者 も、 種 目を選

択 す る場 合 、 「短 距 離 走 ・リ レー」

を希 望 して い る生 徒 の割 合 が最 も

高 く、 つ いで 「走 り高 跳 び」、 「走

り幅 跳 び」 の順 で あ る。

「長 距 離走 」 を希 望 す る生 徒 は、

経験 者、 未経験 者 と も、最 も低か っ

た。

%

60

so

40

30

20

to

0

② 上 の種 目を選ぶ理 由は何ですか。(複 数 回答)

5s

53 53
51

.i.

● ●●

L

32

●"9

23

・9. ○ ,"鞘 …
17…

● ○ り ,

膨 i ll i伽 2

6
4 4

陸上競技の選択理由

記録向上 得意好き 苦手克服 経験から 朱経験 友と一緒

1翅鵬 目糊 司

その他

複致回答可

種 目を選 択 した理 由 で は、 経 験

者 と未経 験 者 とで は回 答 に大 き な

違 い は な く、 「記 録 の 向 上 」 と

「そ の種 目が 得 意 ま た は好 き だ か

ら」 を理 由 の上 位 に あ げ て い る。

そ の次 に、 「以 前 に 経 験 して 楽 し

か った か ら」 と い う理 由 が続 く。

また、 そ の種 目が 「未 経 験 」 だ

か ら、 選 択 した とい う回答 は、少

な か った。

一10一



③ 陸上競技 の授業で、充実感や楽 しさを感 じる ときはどん な ときですか。(複 数回答)

%

oo1

eo

so

40

20

0

陸上競技で充実感楽 しさを感 じる時

できた ぼめられた肥鯨向上 体力向上 友との協力 競つ

翅 経験者 ∈ヨ未経駿者

カの晃揮 轄一杯 その他

複数回答可

経 験 者 、 未 経 験 者 と もに 「記 録

が 伸 び た と き」 に、 陸上 競 技 の 授

業 で 充 実 感 や楽 しさ を感 じる と答

え て い る生 徒 が、80%近 くい る。

ま た、 「で き る よ うに な った と き」

が続 け て50%以 上 にな って い る。

④ 陸 上競技 の授業 が楽 し くない ときはどんな ときですか。(複 数回答)

鴨

80

so

40

sa

陸上競技が楽 しくないとき

できない 悼びない 負ける

閉 経験者 巨ヨ未経験看

繰返練■ その他

複数回答可

経 験 者 、 未 経 験 者 と もに 、 「練

習 して もな か な か で き な い と き」

が最 も多 く,っ いで 「記 録 が伸 び

な い と き」 の順 で あ る。

② 考 察

① 陸上競技 において、選択 した い種 目につ いて は、選択制授業 の経験者、 未経験 者 にか

かわ らず、大 きな違 いは見 られな い。

② 生徒 が陸上競技 の授業 にお いて望んで いる ことは、楽 しく活動 しなが ら、記録 の向上

を 目指 して いると考え られ る。 この願 いに対応す る具体的 な支援 が必要 であ る。

③ 「練 習 して もで きないとき」、 「記録が のびない とき」 など陸上競技 への意欲 を失 って

い く生徒 に対応 す る具体的 な支援が必要で ある。
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(2)支 援 の工 夫

1「 関心 や 意 欲」 の支 援 の 工夫

ア 種 目を ビデ オ や 資 料 で紹 介 す る こ と に よ り、 生 徒 が 陸上 競 技 の特 性 や 動 き を知 り、

自 ら選 択 で き る よ う に した。

イ ア ンケ ー ト調 査 か ら、 選択 す る種 目を設 定 し、2種 目選 択 コー ス と1種 目選 択 コ ー

スを 用 意 す る こ と に よ り、 生徒 の 興 味 や 関心 に合 わ せ て選 択 で き るよ うに した。

ウ 学 習1に お いて 、 自 由試 技 の 時 間 を設 定 す る こ と に よ り、 各 種 目を体 験 し、 さ らに

興 味 を 深 め る こ とで 、 積 極 的 に種 目を 選択 す る こ とが で き るよ う に した。

工 毎 時 間 、学 習 カ ー ドを使 用 す る こ と に よ り、 活 動 内 容 の確 認 や 自己評 価 、 相 互 評 価

を 行 い、 課 題 の解 決 に取 り組 ん だ 。

オ スパ イ ク、 ス トップ ウ オ ッチを 使 用 す る こ と に よ り、 よ り興 味 や 関心 を 高 め、 意 欲

的 に取 り組 め る よ うに した。

2「 仲 間 」 の支 援 の工 夫

ア 学 習 計 画 を グル ー プ で協 力 して 作 成 す る こと に よ り、 責 任 と仲 間 意 識 を もたせ る よ

うに した。

イ 運 動 の ポ イツ トを学 習 資 料 で 示 す こ とに よ り、 グ ル ー プで の話 し合 いや 賞 賛 、 相 互

評 価 を有 効 に し、 次 な る課 題 解 決 につ なが る よ うに した。

ウ グ ル ー プ の話 し合 い が 円滑 に行 わ れ る よ うに、 リー ダーへ の支援 の時間 を設 定 した。

3「 特 性(楽 しさ ・喜 び)」 の 支援 の 工 夫

ア 種 目 ごと に細 か な動 作 の解 説 や、 練 習 方 法 、 目標 へ の到 達 の考 え方 、 っ ま ず きや す

い ポ イ ン ト等 を冊 子 に して利 用 しや す い場 所 に置 く こ とに よ り、 課 題 解 決 へ の参 考 に

な るよ うに した。

イ ビデ オ や デ ジ タル カ メ ラな どの視 聴 覚 機 器 を生 徒 が気 軽 に使 用 で き るよ うに設 定 す

る こ とに よ り、 種 目の理 解 を深 め、 積 極 的 に課 題 解 決 に 向 け た活 動 が で き るよ うに し

た。

ウ 電 子 音 の ピ ス トル を使 用 す る こ とに よ り、 ス ター ト時 の緊 張 感 を もた せ、 よ り特 性

に ふ れ る よ う に した。

工 正 しい運 動 フ ォー ムの 図 を大 き く拡 大 し、 活 動 場 所 に掲 示 す る ことに よ り、誰 で も、

い っ で も、運 動 フ ォー ムを意 識 しな が ら活 動 で き るよ うに した。

4「 技 能 、 知 識 ・理 解 」 の支 援 の工 夫

ア 練 習 内容 の ビデ オや生 徒 自身 の動 きを ビデ オ カメ ラに収 め、 グルー プで めあ て に応 じ

た話 し合 い の 時 間 を設 け る こ とに よ り、専 門 的 な技 能 や知 識 を理 解 で き るよ うに した。

イ 疾 走 中 の ス ピー ドの 変化 を確 認 す るた め に、 ス トップ ウ オ ッチ を使 用 す るな どの 工

夫 を す る こ と に よ り、 最 高 ス ピー ドの 到達 点 や ス ピー ドが落 ち る地 点 が わ か る よ うに

した。

ウ 踏 み 切 り板 や ロ イ ター 板 、 ミニハ ー ドルを使 用 す る こ と に よ り、 走 り幅跳 びや 走 り

高跳 び 、 ハ ー ドル 走 の 技 能 につ いて 理解 を深 め 、 技 能 の 向 上 を 図 る よ うに した。
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1

お

ー

(3)陸 上競技の単元計画例(第 三学年男女共習)〈 単元の目標〉仲間と協力 し、自己の能力に適 した課題をもって、競技 したり記録を高める。

段 時 支 援 の 工 夫i
階 数 学習内容・学習活動

関心 ・意欲 仲 間 特性(楽 しさ ・喜 び) 技能 ・知識 ・理解
評 価

〈オ リエ ンテ ー シ ョ ン〉 ・学習 カー ド、学習 資料 ・グ ル ー プ の 重 要 性 の意 ・特 性が理解で きるよ ・豊富 な資料 を用意 し、 ・学習 内容 を把握 してい るか。

学習の進め方、個人 カー ド、資 ビデオを提供 し、興味や
識付 けを行 うために、
陸上競技 のイメー ジや うな効果的な資料や そ の活用 の仕方 につい ・健康 や安全 に留意 し、協力 して活

学 料の活用の仕 方を確認、資料 ビデ 関心 をもつようにす る。 特 性 にっ い て話 し合 う。 ビデオ等を提供 し、 て説明す る。 動 しよ うとい う意識 があ るか。

習
-

～

3

オの鑑賞

自由試技 希望調査

・ア ンケー ト調査 か ら種

目を開設 し、生徒 自 ら

・活動 しやすい グルー ピ

ングを行 うための事前
の人 間関係 の調査 や種

特性に気付 くように

す る。

・安全 につ いて理解 を深

め るよ う、予想 される

・自分の意志で種 目選択 がで きてい

るか。

1 グルー ピング

試 しの記録会

が 自由な私技によ って、

取 り組 む種 目を選択 で

目 の希 望 調 査 を 行 う。
・グル ー プ で 責 任 が もて

るよ う協 力 して 計 画 を

・グルー プで話 し合 い

特性にっ いて意見交

事故 についてまとめる。 ・自己の課 題が確認 で きたか。
・学 習計画が立て られてい るか。

学習計画、個人目標設定 き る よ うに す る。 立 て るσ 換す る。 ・学 習資料が活用で きて いるか。

・友達 と互 いに教 え合 っ ・学 習 資 料 ・学 習 カ ー ド ・課 題解決 に向 け工夫 して学習 に取ね らい1

自己の今 もって いる技能 に

・課題 の設定 と、 その課

題 にあ った練習方法 を た り、認 め 合 い 、 励 ま

・種 目ごとの解説や ポ

イ ント等を冊子 に し の活 用 を促 し、効 果 的 り組 め て い るか 。

応 じた力で、特性を味わ う して いるか を確認 する し合 った りして、技能 て常に生徒が見れる な練習方法を見いだせ

4
た め、 学 習 資 料 ・カ ー の向上 を図 っていけ る 場所に置 いてお く。 る よ うにす る。 ・学 習 カ ー ドが 記 入 され て い るか 。

・踏 み切 り板 や ロイ ター ・安 全 に留意 して活動 して いるか。S ね らい2 ドを活用 する。 よ うに 、 リー ダ ーへ の ・細 か い 分 析 や 、 よ り

学 8 新たな技能に挑戦するとと ・スパ イ ク や ス トップ ウ 支援 を行 う。 発展 した練習が でき 板、 スパ イクを使用 し

習 もに、記録の向上を図 る オ ッチを使用 し興 味や るようビデオをみ た て、技能 の向上 や動作 ・協 力 し学 習が進め られて いるか。

関心 を深 めるよ うにす り、話 し合 いを行 う。 の分析 を行 い、課 題解

II
る 。 決が できるようにする。 ・楽 しさ・喜 びが 味 わ え たか 。

・記録会 を実施す る ・仲間 同士 が相互 に見合 ・役割 分担 に従 って、協 ・記録を常 に記録す る ・自分 たちで正 しく記録 ・自己評価がで きて いるか。

種 9 ・自己評価 を行 う い、成果 を十分 に発揮 力して記録会が行える ことで、変容 を確認 会 ができるように促す。 ・1種 目目の反省がで きて いるか。
・グループで反省す る で きるよ うにす る。 よ うに声 をかけ る。 す る。

目
・よ り効果 的な練 習計画 ・1種 目目の反省 が練習計画に生か

変
ね らい1

1種 目目で の活動 を踏 まえ

・新 たな種 目を選択 す る

ことで、新 たな関心や

・グルー プでの教え合 い

や励ま し合い により互

・より効果的 な練習方

法 を行え るよ うビデ を立 て、計 画を見せあ され て い るか。

更 て新 たな種 目に取 り組む。 意欲 を引 き出す。 いに認あ合 うことが よ オや学習資料を示す。 う。

10 り確かな もの とな るよ ・正 しい フ ォ ー ム の図 ・ス トップ ウオ ッチ で疾 ・2種 目目の成果 や課題が把握で き

S
うに学習資料で ポイ ン を拡大 し、生徒 がい 走 中のス ピー ドの変化 て い るか。13 ね らい2

2種 目目の課題解決に取 り組 トを 示 す 。 つで も見れ る場 に掲 を確認 し、課題 を明確

むとともに、記録の向上を図る 示 す る。 に す る。

一

・記録会 を実施す る。 ・全 員で見合 うことによ ・グルー プで話 し合い発 ・技能の向上や楽 しく ・自分 たちで記録会 がで ・個人 の 目標が達成で きたか。

り、生徒 に集中力 と意 表 で き る よ う に、 リー 活動で きるよ うにな きるよ うに学習資料 を ・知識 を深あ ることがで きたか。

ま ・全体 のまとめ 欲 を もたすよ うにし成 ダーへの助言を行 う。 る ことを実感 で きる 提示 する。 ・新 たな関心 ・意欲 をもっ ことがで

と
14
S 自己評価(学 習 カー ド) 果を引 き出す。 よ う にす る。 ・自分 の行 っていない種 きた か。

め
15 グループでの反省 と発表

・新たな闘L・・意欲をもっ

て学習のま とめが行え

るよ うな学 習カー ドの

目 も含 めた特性 を理解

で きるように助言する。

記入を促 す。
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=
1

(4>学 習指導計画例(実 証授業、15時 間扱 いの6時 間 目)〈 本時のね らい〉 協力 して、課題 の解決 に取 り組 み、習熟度 を高 め る。

学 習 内 容 ・学 習 活 動
支 援 の 工 夫

評 価
関心 ・意欲 仲間 とと もに 特性(楽 しさ ・喜 び) 技能 ・知識 ・理解

は
じ
め

10

分

・整列 あいさつ(班 ごとに)

・出欠確認

・本 時の予定確認

・本 時の課題、学習 内容 の確認

・グループ内での協 力体制 の確認

・学 習資料を使用 して、

本時の学習活動を確認。

・意欲的な取り組みができ

るよう、本時の流れをっ

かむように声をかける。

・班長 にそれぞれ の目標

に向か って リー ドす る

よう声をか ける。

・前時 の内容 を確認 し、本時

のめあてをもっ ように促す。

・学習 カー ドを配布す る。

・学 習資料 や用具の活用の仕

方 を確認。

・学習内容が理解で きて

いるか。

な

か

30

分

・グループ ごとに活動

。体操、 ウ ォー ミングア ップ

めあて1

前 の時 間の確認 と練習 を行 う。

今 で きる力で行 う。

めあて2

できない技能 に取 り組 む。

選択 した種 目の習熟度 を高 める活

動 を行 う。

用具を使用 して技能を高め る。

・ビデオ等 を使い 自分の

姿を見 ることで 自己の

課題 に気 づかせ 目標を

見 つけ させる。

・グループ内で互 いの課

題 を見 っけ合い、 スパ

イクやス トップ ウオ ッ

チを使用 して課題解決

に取 り組 ませる。

・グルー プで班長を中心

に本時の取 り組みを話

し合わせ る。

・グルー プ内の役割 にっ

いて確認 し合わせ る。

・パー トナ ーに意識を も

つよ うに声をか けさせ

る。

・自己の目標 に到達す るため

の方法 を考え させ る。

・ビデオ等 による動作分析 を

行わせ る。

・電子音 の ピス トルを使用 し

て、 スター トの意識 を高 め

させ る。

・ス トップウオ ッチによ りス

ピー ドの変化を調べさせ る。

・資料、 ビデオ等 を活用 し、

自の課題 を見っけ、か らだ

の動 き、気 をっけ るポイ ン

トを意識 す るよ うに声 をか

けさせる。

・踏 み切 り板 や ロイ ター板を

使用 して、互 いに踏み切 り

時 の動作 を見合 うな ど して

練習 の工夫 をさせ る。

・ああてをもっているか。

・学習計画が順調 に進ん

でい るか。

・意欲 的 に取 り組めて い

るか。

・楽 しさ、喜 びを味わえ

たか。

・学習活動 にお いて工夫

がで きたか。

・技能 が向上 したか。

短 距 離 走 ハ ー ドル走 走 り幅 跳 び 走 り高 跳 び 長 距 離 走

・ス タ ー ト ・フ ォー ム作 り ・助走 距 離、 方 法 ・助 走 距 離 、 角 度 ・時 間走

・中 間 疾 走 ・イ ン ター バ ル調 整 ・踏切 位 置、 フ ォー ム ・踏 切 位 置 、 フ ォ ー ム ・イ ンタ ー バ ル走

・フ ォ ー ム作 り ・ス ター ト ・空 中 フ ォー ム ・空 中 フ ォ ー ム ・フ ォー ム作 り

・計 測 ・計 測 ・着地 姿 勢 ・着 地 ・計 測

・計測 ・計 測

ま
と
め

10

分

・整理運動

カ ー ド記入

・本時の まとめ

・次時の内容、課題の確認

・あい さっ、 片付 け

・課題への取 り組み を自

己評価 し、 また相互評

価 も行い、新たな関L・・

意欲を もって学習 のま

とめが行え るように声

をか ける。

・グループで本 日の、取

り組 みにつ いて話 し合

い、 お互 いを励 ます。

・使 った筋肉を ほ ぐし、 リラ ックスするたあに、適切 な整 理運動 を行 って いるか どうか観察 し、声をか ける。

・学 習カー ドで 自己の進 度、

深 ま りを確認 させ る。

・グループ内で 自己の成 果を

発表 し、次 時のめあてを考

えさせる。

・本時 に取 り組んだ内容 を確

認 し、整理 させ る。

・適切 な整理運 動がで き

たか。

・本時 のね らいが達成 で

きたか。

・新 たな課題が もてたか。

・協力 して活動できたか。



⑤ 学習資料例

運 動 に親 しむ資 質 や能 力 を育 成 す るた め に、 次 の よ うな学 習 カ ー ドを作 成 した 。

《学 習 カー ド(例)【 個 人 、 自 己評 価 カ ー ド】 》

陸 上 競 技 学 習 カ ー ド 種 目〔 長距離 〕

3年2組43番 氏名 ○○ △ム パー トナー〔 ××OO〕

no 朋 め あ て 学習内容・方法 記録 賄 ・評価 取り組み・自己採点 先生か ら

10 自分の ペースを フォームと願 法を 160 ペース走は,一 周 70 目標タ仏 の設定は個

1 / 見つけ、一定のス 確認しながべ一スを m 55秒 でまわれたが / 人によって達成できま

8 ピードをたもつ, つかむ, 55秒 次回、もう少しタイ 100 す,蘇 れ

トラック凋 X5周 ムを速めてみたい,

10 楽に走れ砧 分の フォームとスピード 160 自分のペースは速く 60 持久力練習はインター

Z / べ一スと友達と比 の蹴,少 しペース m なったけど咽 もた / バルトレーニングがい

9 ぺて離されないよ の速い友達に鯛 つ 55秒 なかった,次回は、 100 いかも,

うに頑張る, いていくか X5周 持久力を付けたい,

10 デジタルカメラで タイムを計って、 800 デジカメだとフォー 75 どんなところがうまく

3 / 自分のフォームを 実際のフォームを確 m ムがわからない,や / いかなかったのか次に

12 しっか嘘 認し、 詔し,スピード+持 4分 はりビデオの方がよ 100 生かしていこう

スピードの途い友 久力を確かめてみ 9秒 いことがわかった,

達と比べてみる, る,

1

※カー ド記入 上の 注 意

☆肪 て 今日の目標とする記録、やってみたいことなどのねがいを具体的に記入する,

☆学習内容・方法… どんなことをどんな方法で学習していくのか,練習回数なども具体的に記入する,

☆反省・評価・・… 今Bのめあてが達成できたか,活動内容・方法はめあてにとってふさわしいものだったかを具体的に記入する,

☆取り組み自己採点の観点は、0運 動量0童欲O協力0技箆0記録の向上O思考・判断0知識・理解

ま と め 〔 反 省 一 評 価 〕

一 周 何 秒 で 走 る か を 目 標 設 定 し た の で 課 題 達 成 が よ り 明 確 に な っ た
。

自 分 の ペ ー ス を っ か ん で 走 れ る よ う に な っ た の で 楽 し か っ た 。

《学 習カ ー ド(例)【 グル ー プカ ー ド】》

3年 陸上競技学習カー ド

グループ評価表 種目〔 長距離 〕 班長 〔

△△ さん ・ ・み ん な、 フ ォー ム が悪 いの で 次 回 は ビデオ で確 認 した い。

○ ○ 君 … 次 回 は、 も う少 し、 ペー ス を守 っ て走 って み よ う
×x君 … 今 回 は、ペー ス をつ か む こ とがで きな か ったの で次 回 は頑 張 る。

口☆ さ ん ・ ・見 学 して い たが 、み んな 呼 吸 が 苦 しそ うだ った。

◇ ◇ 君 … み ん な 呼 吸法 が よ くわ か って い な い。

口で2回 、鼻 で2回 の 呼 吸 法 を試 してみ よ う。
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(6)実 証 授 業 の ま と め と考 察

ア ま とめ

・学 習資料の活用、 グループでの意見交換 は、生徒の意欲 の喚起 、ね らい

の明確化 にっ なが った。

・班長を中心 に学習活動を進 める ことは、班長 ばか りで な く、 グル ープ全

員の意識向上 につ なが った。

・活動中 に、 ビデオや学習資料を見 なが ら、 グループで話 し合 うことは、

課題 を明確 にす る とと もに、課題解決へ の意見交換がで きた。

・ス トップゥオ ッチやスパ イクを使用す る ことは、興味や関心が高 ま り、

意欲的 に真剣 に取 り組む場面が多 く見 られ た。

・話 し合 いで学習資料や学習 カー ドを活用す る ことは、 目標やね らいが常

に確認 され、活動 の見通 しが もて た。

・種 目の変更 は、 よ り意欲 を高 める とと もに、1種 目目の学 び方 を生かす

ことにっ なが った。

・電子音 の ピス トルや踏 み切 り板、 ロイ ター板 の使用 は、 その種 目の理解

を深 め、 よ り楽 しさや喜 びを追求す る ことにっなが った。

・ス トップウオ ッチによ り、疾走 中のス ピー ドの変化 を調べ ることは、 よ

り知識 を深 め、活動 内容 の質 の向上 にっ なが った。

・学習資料、個人 カー ドを使用 してのグループでの話 し合 いは、 自己の成

果 の確認 と新 たな課題 の設定 にっなが った。

イ 考 察

○ オ リエ ンテ ー シ ョンで の学 習 資 料 や ビデ オ教 材 を工 夫 す る こ とは、 生 徒 が種 目を選 択

す る際 の意 識 を高 め る こ とに つ な が り有 効 で あ る。 しか し、 生 徒 の実 態 に あ っ た もの

を使 用 す る こ とが重 要 で あ る こ とが 明 らか に な った。

○ 学 習 カー ドや グル ー プ カ ー ドの活 用 及 び班 長 を 中心 とす る学 び 合 い の活 動 を 工 夫 す る

こ とは、 生 徒 の主 体 的 な活 動 を 引 き出 す と と もに 、技 能 の 向上 にっ なが り有 効 で あ る。

○ ス トップ ウ オ ッチ、 踏 み切 り板 、 電 子 音 の ピス トル等 の用 具 の使 用 を工 夫す る こと は、

生 徒 の意 欲 を 喚起 し、 課 題 解 決 に つ な が り有 効 で あ る。

○ 学 習 カー ドの評 価 の項 目を わ か りや す く工 夫 す る こ と は、 生 徒 の グル ー プ活 動 で の状

況 が把 握 で き、課 題 解 決 へ の支 援 に 有効 で あ る。

○ 男女 共 習 で行 う こ と は、体 力 的 な違 い はあ るが、 協 力 や思 い や りの心 を育 て る よ い機

会 とな り、 グル ー プで の取 り組 み が積 極 的 にな り有効 で あ る。
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6選 択制授業(武 道、 ダ ンス)

(1)意 識 ・実態調査 の結果 と考察

目 的 ・武道 ・ダンス におけ る意識 ・実態 を把握 し、選択制授業 の充実 に資す る。

対 象 ・研究員 の所属 す る公立 中学校4校 の第1学 年 か ら第3学 年男女656名

調査数 ・選択制授業 の経験者245名 、選択制授業 の未経験 者411名

ア 結 果

① 武 道 と ダ ンスか ら1っ 選 択 を す る と した らど ち らを 選 び ます か 。

% 武道(柔 道/剣 道)と ダンスのうちどち らを選択す るか

100

女 子 は、 経 験 者 も未 経 験 も ダ ン

8。 ス を選 択 す る傾 向 が 強 い
。 ま た 、

60男 子 で は経 験 者 も未 経 験 者 も ダ ン

、。 ス を希 望 す る生 徒 は6～9%で あ

るが女 子 は柔 道 を希 望 す る生 徒 が
20

約30%か ら40%い る 。

武道 ダンス

1殊 験・ 目 経験・ 口 燃 ・皿棚 ヨ

② 武 道(柔 道 ・剣 道)と 答 え た 生 徒 が 選 ん だ 理 由(複 数 回 答 可)

武道(柔 道/剣 道)を 選んだ理由 武 道 を 選 択 し た 理 由 と し て は 、%

6。 由 と して い る。 ま た 、 「ダ ン ス が

いや な の で武 道 を選 ん だ」 とい う
40

生徒が経験者 で30%、 未経験 者 で
2Q

24%い る。 「礼 儀 作 法 」 に つ い て

妓の輔 °o補 憾 勲 から ダ・・がいや その他 は、選択制授業の経験 ・未径験に関係な

'//國 繍 ・1糊 箸可 く回 答 した生 徒 は10～16%で あ る・

③ ダ ンス と答 えた生徒 が選 んだ理 由(複 数回答可)

%

60

50

⑩

鎗

20

10

ダンスを選んだ理由

ダンスを選んだ者のみ回管

自己衰現 友と行う 経験から 柔道がいや

膠 経囎 目 耀囎

その他

複数回答可

ダ ンスを 選 択 し た理 由 と して 、

経 験 者 は 「仲 間 と 行 う」 こ と や

「柔 道 が い や」 とい う理 由 が 多 い。

未経 験 者 は 「仲 間 と行 う」 が50%

以 上 回 答 して い る。 そ の 次 に 、

「柔 道 が い や」 を あ げ て い る。

選 択 制 授 業 の経 験 ・未 経 験 に 関

係 な く 「柔 道 が い や で ダ ン スを選

択 した」 生 徒 が約30%前 後 い る。
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④ 武道 と答 えた生徒 は、 どの ような学 習方 法で

行 いたいのか(複 数 回答可)

武道{柔道/剣道)授業での練習方法%
質間で武遭を選んだ者のみ回答

50

40

30

20

10

先生の指示 自分で計西 ゲ既プで計函

陶 朧 目糊 ヨ

その他

複数回箸可

経験 者 。未経 験 者 ともに 「グル ープで計 画

を立 て行 いた い」 とい う回答 が40%を こえ、

「自分 で計画を立てて行 う」 は、30%程 度 であ

る。 「先生 の指示」 につ いて は経験 者 に比べ 未

経験者 の方が高 い割 合を示 して いる。

⑥ ダ ンスと答 えた生徒 はどのよ うな方法 で行 い

たいのか(複 数 回答可)

ダンス授業での練習方法%
質問でダンスを選んだ者のみ回箸

eo

so

40

zo

先生の指示 自分で計固 ゲトプで計画 その他

塵 経囎 目糊 ・1
複数回答可

「グル ープで計 画 を立 て た い」 とい う回答

が70%近 くであ る。 それ に対 して 、 「先 生 の指

示」 や 「自分 で計 画 を立 て る」 ことにつ いて

は未経験 者 が経験 者 よ り高 い割 合 で 回答 して

い る。

⑤ 武 道 と 答 え た 生 徒 は 、 ど の よ う な 練 習 を した

い か(複 数 回 答 可)

武道(柔 道/剣 道)で どんな授業をしたいか
%質 問で武道を選んだ者のみ回答

eo

60

00

zo

墓本練習 約東稽古 試合

昭 経囎 涯ヨ未経囎

その他

複敷回a可

経験 者 ・未 経験 者 ともに 「基 本 練習 」、 「約

束稽古 」を希望す る生徒 が多 く、 「試 合Jを 望

んで いる生徒 は36～37%で あった。

⑦ ダ ン ス と答 え た 生 徒 は、 ど の よ う な 練 習 を し

た い か(複 数 回 答 可)

ダンスでどのな授業をしたいか
% 質問でダンスを選んだ者のみ回答

so

50

no

ao

zo

10

基本練習 表現重視 リズムで踵る その他

陵 経囎 目 未鵬1鰍 回徊

経験者は 「基本練習」 を希望す る生徒が少

な く、「表現力を重視 したい」 という回答が多

い。未経験者では、「表現力」 を重視 しつつ も

「基本練習」や 「リズムに合わせて踊 る」 こと

を希望する回答が経験者より多い。

イ 考察

① 生徒 は今 までの一斉授業の形 態だ けで はな く、 自分た ちの希望を取 り入れて学習計

画を立て ることがで きる授業を望んで いる。 また、 自分 か ら種 目を選択 して も、柔道

の基 本練習 ・約束 稽古や ダ ンスの表現活動 ・リズムで踊 るな ど、基本 を学習 しよ うと

して いる傾向がみ られ る。

② 仲間の関係 を育て、楽 しさや喜 びなどの種 目の特性 に触 れて い くことを考 え る と、

グループ編成 につ いて は、教師が一方的 に行 うよ りも、生 徒が主 体 的 に行 うほ うが、

生 徒 自身が責任 を もって活動す ることにっなが ると考え られ る。

③ 教 師 は、生徒 の立て た学習計画 を基 に、生 徒の活動を予 想 しなが ら、導入 の段階か

らまとめの段 階 に至 るあ らゆる場面 にお いて、支援を工夫 していくことが重要である。
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(2)支 援 の具 体 的 工 夫

1「 関 心 ・意 欲 」の支 援 の工 夫

ア 柔 道 ・ダ ン スを、 ビデ オ や 資料 で紹 介 す る こ と に よ り、生 徒 が 特 性 や 動 きを イ メ ー

ジで き るよ うに した。

イ 生 徒 が もつ柔 道 や ダ ン スの イ メー ジ及 び 自分 た ち が 考 え る活 動 内 容 を 話 し合 わ せ る

こと に よ り、 生 徒 自 らが実 施 した い種 目を選 択 で き る よ う に した。

ウ 学 習1に よ り、 自由試 技 の時 間 を設 定 し、 柔 道 ・ダ ン スの両 方 を体 験 し、 興 味 を深

め る こ と に よ り、 積 極 的 に種 目を選 択 す る こ とが で き るよ うに した。

工 学 習 皿 において 、 オ リエ ンテー シ ョ ン2を 設 定 す る こ とに よ り、 今 まで の活 動 の 振 り

返 りと試 合 や発表 に向 けて意欲 を高 め、内容 や方 法 を検討 す る ことが で きる よ う に した。

オ 個 人 カ ー ドを毎 時 間 使 用 し、 活 動 内 容 の確 認 や 自 己評 価 、 相 互 評 価 を行 う こ と に よ

り課 題 の 解 決 に向 け た取 り組 み が で き る よ うに した。

2「 仲 間」 の 支援 の 工 夫

ア グル ー プ 内 の2～3人 で パ ー トナ ー を組 ませ る こ と に よ り、 互 い に声 か け や補 助 が

しや す くな る よ う に工 夫 した。

イ 生 徒 の学 習 カ ー ドや グル ー プ ノ ー トを 活 動 中 に いつ で も見 られ る位 置 に置 き、 め あ

て の確 認 や活 動 内容 を確 認 しあ え る よ う にす る こ と に よ り、 班 長 中 心 に相 互 評 価 を有

効 に活 用 し、 次 な る課 題 解 決 に っ な が る よ う に した。

ウ ー 人 一 人 の課 題 に合 わ せ て、 グル ー プを編 成 し、 班 長 や そ の 他 の役 割 を設 け る こ と

に よ り、 グ ル ー プ全 員 が課 題 解 決 に 向 けた取 り組 み が で き る よ う に した。

3「 特 性(楽 し さ・喜 び)」 の 支援 の工 夫

ア 柔道 の 技 や ダ ンス の細 か な動 作 の解 説 、 練 習 方 法 、 目標 へ の 到達 の考 え 方 、 つ まず

きや す い ポ イ ン トを冊 子 に して利 用 しや す い場 所 に 置 くこ とに よ り、 課 題 解 決 へ の参

考 に で き る よ うに した。

イ ビデ オ や デ ジ タル カ メ ラな ど の視 聴 覚 機 器 を生 徒 が い っ で も使 用 で き るよ う に設 定

す る こ とで、 生 徒 の 意 欲 ・関 心 を 引 き 出 し、 積 極 的 に課 題 解 決 に 向 け た活 動 が で き る

よ うに した。

ウ 単 元 計 画、 本 時 の 流 れ 、 技 の 見 本 図 、 ダ ンス の課 題 の例 示 な ど を大 き く見 え る よ う

に掲 示 した こ とに よ り、練 習 内容 の 質 が 高 ま り、 よ り特 性 に触 れ る ことにっ なが った。

工 毎 時 間 、 試 合 や発 表 を行 う と と も に、 自己評 価 、 相 互 評 価 を行 う こ とに よ り、 課題

が 明 確 に な るよ うに した。

4「 技 能 、 知 識 ・理 解 」 の支 援 の工 夫

ア 柔 道 、 ダ ンス の練 習 内容 の ビデ オ や生 徒 自身 の 動 きを ビデ オ カ メ ラに収 め、 グル ー

プで 分 析 し合 う時 間 を設 け る こ とに よ り、 技 能 の 向上 や 知識 ・理 解 を深 め る こ とに っ

な が る よ うに した。

イ グル ー プで 学 習 資 料 を使 用 し、 課 題 解 決 を行 う時 間 を 自由 に も た せ る こ と に よ り、

技 や ダ ンスの 動 き にっ いて の理 解 が深 め られ るよ うに した。
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(3)「 柔道、ダンス」の単元計画例(実 証授業15時 間中の12時 間)〈単元の目標〉協力 し、技や表現の練習に積極的に取り組みなが ら課題解決を図る能力を身に付ける。

学習内容・学習活動
支 援 の 工 夫

評 価
関心 ・意欲 仲 間 特性(楽 しさ ・喜 び) 技 能 ・知識 ・理解

学

習

1

-
↓

～
2

オ リエ ンテーシ ョン1
・選択制授業 の趣 旨の理解を図 る。

・学習 のね らいの確認をす る。

・学習資料 などの活用の仕方を理解す る。

・安全点検 とその理解をす る。

・柔道 ・ダ ンスの 自由試技 を行 う。

・運動への関'O＼

意欲 を高 める

ために ビデオ

等 の学 習資料

の提示 する。

・望 ま しい班編成

を考 えるよ うに

促 す。
・人 間関係 を知 る

ための調査 を事

前に行 う。

・運動の楽 しさの体験、

運 動の学 び方 を把握

す るための調 査を行

う。

・運 動の特 性を理解 させ る

ため に、 ビデオ等 の学習

資料を提示す る。
・安全 にっ いての配慮事項

を提示 し、身 に付 けさせ

る。

・選択制授業 の趣 旨が理解 で きたか。

・柔道、 ダンスの特性 が理解 で きたか。

・学習 のね らいが理解 で きたか。

・学習資料 の活 用がで きたか。

・安全 について理 解で きたか。

・班編成 、役割 分担がで きたか。

◎

学

習

H

3

～
只
り

・ビデオ等の学

習資料の堤示 ・

示範 す る。

・試合や判 定の方法を考え るよう工夫す る。(柔 道)

・課 題を設 定 しイメージが もて るよ う工夫す る。(ダ ンス)

・課 題設 定が適切だ ったか。

・学習計画が適切で あったか。

・意欲的 に取 り組め たか。

・学習活動 にお いて工夫が で きたか。

・仲間 と協力 してで きたか。

・楽 しさ、喜 びを味 わえたか。

・お互 いど うし、評価 できたか。

・技能が 向上 したか。

・安全 に留意 して活動 できたか。

柔道 のね らい1

基本的 な技 の習熟 をはか り、今 もっ

てい る力 で試合が できるよ うにする。
・工夫がみ られ る生徒

や グループを誉 め、

励 ます とと もに他 の

グループに紹介す る。

・つ まづきがある生徒 へ原

因 を気づ かせる。
・グループを巡 回 し、声 を

かける。ダ ンスのね らい1

課題 を設定 し、 今 もっている力で、

リズ ミカルに楽 しく踊 ることがで きる

よ うにす る。

・学習資料 を活用 させ る。

・試合や、動 きを振 り返 り、新 たな課 題を考え させ

る。

2

0U

～

1

・ビデ オ等の学

習資料の提示 ・

示範す る。
・学習資料 を活

用す るよ うに

促す。

・仲間と協力し学習

するように促す。

・試合 や判定 の方 法を

考 えさせる(柔 道)

・試 合や発表の方法を考え

させ る。
・っ まづ きがあ る生徒へ原

因を気づかせ る。
・グループを巡回 し、声 を

か ける。
・技能 に応 じた試合が で き

て いるか、確認 させ る。
・安全へ の配慮 を促す。

柔道のね らい2

自分の好 きな技 を身につ けて、その

技を生か した試合がで きるようにする。
・グループ内やグループを越 えて学 び合 う

よ う促す。

ダ ンスのね らい2

イメージを拡大 して いき、動 きを楽

しみ なが ら小作品をっ くる。

・色 々な技 や動 き

がで きるよ うに

グループでの話

し合いの場 を確

保 す る。

・発表の方法を考え さ

せ る(ダ ンス)

・試 合や うこぎを振 り返 り、新 たな課題 を考 え るよ

う促す。

13

オ リエ ンテ ー シ ョ ン2

〈柔 道 〉

・学 習 活 動 、 ル ー ル、 審 判

・対 戦 相 手 の決 定 、 対 戦 表 作 りを行 う。

〈ダ ンス〉

・動 きの一 部 を発 表 す る。

・試合を通して喜びや楽 しさを味わえる組

み合わせ方法を考えるよう促す。

・みんなが試合や発表

会を楽 しむ たあには

どう した らよいのか

考え るよう促す。

・安全 な試合 や発表会 の方

法 を考 え るよ う促 す。

・学習計画が適切 であ ったか。

・意欲的 に取 り組 めたか。

・楽 しさ、喜 びを味わえ たか。
・学習活動 にお いて工夫が できたか。

・仲間 と協 力 してで きたか。

。安全 に留意 して活動 できたか。

・今 までの活動 の達成 度を発表 しあ

い、互 いに確認 す るよ う促す。

・役割分担の確認

と責任を果たす

ように促す。

ま

と

め

4

～

511

〈柔道〉
・重量別 での試合を行 う。

・個人戦

・団体 戦

〈ダンス〉
・小作 品を発表 し、 で きばえを鑑賞 して楽

しむ ようにす る。

・試合や発表が

スム ーズに流

れ るように声

をか ける。

・役割分担の責任

を果たす ように

声をか ける。

・今 まで習得 した技能

や知識 を生 か した練

習 を工夫 しているか

確認す るたあに学 習

カー ドを活用 させる。

・本単元 のね らいが達成 で

きたか確認す るために、

学 習カー ドのね らいを ま

とあて発表 させ る。

・本単元 のね らいが達成 できたか。

・協力 して活動 できた。

・学習 カー ドに適切 に記入 しているか。
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トっ
一

1

(4)学 習指導計画例(実 証授業、12時 間扱 いの6時 間 目)〈 本時 のね らい〉協力 して、課題 の解決 に取 り組 み、習熟度 を高 め る。

学習 内容 ・学習活動 ・予想 され る生徒 の活動
支 援 の 工 夫

評 価
関心 ・意 欲 仲 間 特性(楽 しさ ・喜 び) 技能 ・知識 ・理解

は
じ
め

10
分

・出席確認

・あいさつ

・準備運動(グ ループごと)

予想 され る活動例:(ス トレッチ運 動、 ラジオ

体操、 ジ ∋ギ ング、受 け身 など)

・学習 内容 の確認

・学 習資料 、個人 カー

ドを使 用 して、本時

のめあてを確認 す る

よ う促 す。

・グル ー プで め あ て を

確 認 しあ え るよ うに、

リーダーへ 助言 す る。

・学習計画が適当であるか、

課題 を確認す るとともに、

学習資料 を提供す る。

・資料 や ビデオの活用 の仕

方 を説 明する。

・適切 な準 備運動を行 っ

ているか。

・学習 内容 が理 解で きて

いるか。

な

か

30

分

〈柔道〉

ね らい1

・今 できる技を生か して練習

予想 される活動例:

好 きな技 の練習

ね らい2

・試合 の方法の相談(役 割、 ルール)

・試合 を想定 して、で きない技 に も取 り組 ん

で行 う練習

・次 の技 にっなげ るた

めに学 習資料 を活用

で きるよ うに促 す。

・学 習資料 や ビデオに

よ り、課 題に気付か

せるよ うにす る。

・仲間 と協力 して、試

合や判定の方法、組

み合わせを考え るよ

う促す。

・試合をす るため に望

ま しい班編成を、 グ

ル ープで考え るよう

促す。

。技を深 めるために学習資

料 の活用 を促す。

。工夫がみ られる生徒 や グ

ループを他 のグループに

紹介す る。

。試合 を楽 しむために判定

方法組み合 わせ を考 える

よう促す。

・っまず きがあ る生徒 、 グ

ループへ、 うま くいかな

い理 由を気 づかせ る。

・上達 がみ られ る生徒や グ

ループを誉め、励 ます と

ともに他 の グル ープに紹

介 す る。

・課題設定 が適切 であ っ

たか。

・学習計画が適 切であ っ

たか。

・意欲的に取 り組めたか。

・楽 しさ、喜 びが味 わえ

たか。

〈ダ ンス〉

ね らい1

・今でき るダンスを練 習

ね らい2

・発表 の方 法を確認(役 割、場 の設 定、時間

等)し 、発表 を想定 しての練 習

・学 習資料や ビデオか

ら、課 題解決 に取 り

組 むよ うに促す。

・工夫がみ られ る生徒

や グル ープを誉め、

励ます とともに他の

グループに紹介す る。

・グループで協力 して

発表会の計画を立て

るよう促す。

・仲間 と協力 して試合

を進め るよう、話 し

合 いの時間を設ける。

・リズムに合 わせ るよ う、

グループの中で相互 に学

び合 うよ う促 す。

・ダ ンスの特性 にふれ るた

めに学習資料 の活 用を促

す。

・ダ ンスを楽 しむたあに発

表 の方法 を考 え るよ う促

す。

・つまづ きがあ る生徒、 グ

ループへ、 うまくいか な

い理由を学習資料や ビデ

オか ら気付かせ るように

す る。

・工 夫がみ られ る生徒や グ

ループを誉め、励 ます と

ともに他の グループに紹

介す る。

・学習活動 において工夫

がで きたか。

・学習 カー ドを使 い互 い

に評価活動が適切 にで

きたか。

・楽 しさ、喜 びが味 わえ

たか。

ま
と
め

10

分

・整理 運動(グ ルー プごと)

・本時のま とめ(学 習 カー ドに記入)

・次時の学習の確認

・片づ け(グ ループ ごと)

。あ いさつ

・新たな 目標や課題を

気づかせ る。

・楽 しか った場面、頑

張 った場面 をあげさ

せ、誉 め、励 ます。

・グループで本 日の取

り組み につ いて話 し

合 い、次時 のね らい

を明確 にさせ る。

・個人 カー ドで自己の課 題

解決 の取 り組 み と成果 を

確認 させ る。

・新 たな課題 や目標 を考 え

るよ う促 す。

・健康状 態を確認す る。

・本時のね らいが達成で き

たか確認す るよう促す。

・本時 のね らいが達成で

きたか。

・新 たな課題が持てたか。

・学習 カー ドに適切 に記

入 しているか。



(5)学 習 資 料 例

運動に親しむ資質や能力を育成する支援の工夫として、学習カードを作成した。

柔 道 学 習 カ ー ド

ダ ンス学 習 の ま とめ&評 価(個 人 カ ー ド)

年

【

組

1グ ループ

番、氏名(

リー ダー名(

)

)

本時の予定 どこまでできたか(齪 の記録) 評 価 と 課 題

月

:

日

時

問
目

よかったところ

努力したいところ

項 召 自 分 グループ その他

1 楽 しく輔一杯柔遊ナることができたか.

z 動 きをたくさん考えることができたか。

3 自分⑳考えや意見を活発に出すことができたか.

4 友逢のアドバ枢を蘭き,!&の動 きを工夫できたか●

5 協力 し合って活勤できたか.

A;よ くできたB=で きたC:も う少し
※紀録の櫃は、グループ評伍を紀入す る.

*各 班 で 他 の 班 の 発 表 を 評 価 してみまい う。
(自 己絆価を含む)

班 の テ ー マ 〔 〕

・ はじめ とおわ りがκらだ らすることな くスムーズに行われたか
。

5432--

・ 一人ひとりのやる気を感 じる(恥 ずか しがらずに動けていたか 等) 。

5432-

・ 曲に合わせてスムーズに動けていたカ㌔

s4s-ai

・ 引人の動き、集団の動 き(隙 形)が 変化r_sん でいたか。

s-4-sa-i

・ 班のなかで惚力性がみ られている(待 蟹の人が補助になったり
、同じ人が待機

になるのではなく、交代で技に聖り岨めている 等)0

6432-

・ テーマ(s● ・題名)に 合 ったイメー ジを感 じさせ られたか
。

54321

〔注]上 紀の5っ の項 日の点鼓を
足 して、2倍 した ものを右
の 「得点」の麗に紀入する◎
《自己斑の得点合計)

☆ 瑳の中で特に活動的だうた人を上げてください。

〔注]上 記の5っ の項 目の点数を
足 して、2倍 した ものを右
の 「得点1の 欄に紀入するo

(他 の瑳の褐点合計)

《 )班 が( )班 を評 価 し ま し た 。

月 日( ) Na一
本

時

の

評

価

内 容 で き`3「 え一

自己評価 他i50十i

今日の めあてが遣成できたか(saeerutccn

積極的に活動 できたか

恥ずか しがらずに活動できたか

Ilakめe工 炎(籠 い凱 ■アイデ7や イメイージ)蛇,妙

協力的(服 無轍こ帥 警)に 活動できたか

楽 しく翼味を もって活動できたか

?eの 良か った

ところ

,

4Bの 悪かった

ところ

次回の課題

班で頑張って

いた人を推翼

してください

保 健 体 胃 ダ ン ス 発 表 評 価 衷(記 弛 評価)

班 の テ ー マ 〔 コ

3年 組 班

役 害u 緻 ・番号 氏 名 自 己 評 儀 友遣ｺ501i価

班 長 一

副 班 長i 一

即

一

一

一

一

*「 自己騨価」は自夢自身でどれ ぐらい活動できたかを表すものです。

練習中にういて

1。 班の中の自分の役翻が果たせ たか(服 唱・勘㈹f)。5・4・3・2・1

2.積 極的5こ=活動できたか({}ｺしr5tci121t導)05・46392.1

3.協 力的にできたか(魯璽」画o盧見セ畠し倉い"」含いこ劇らで毒と9)。5・4・3・2・1

4,計 璽的に進めることができたか。5・4・3・2・1

当日の髪寂について

5.ダ ンスの中で工夫がみられたか(■eeeu・■19)。5・4・3。2・1

s.衰 現を楽しむことができたか。また、感情を込めて覇ることができたか・

5.4.9.21

7,テ ーマに沿ったイメージが衰現できたか(120iAc115h1!)。5・4・3・2・1

8.曲 に$bせ てスムーズに踊 ることができたか。5・4・3・2'1

9.纏 習や発衰をもとに反省し、次への時聞 に意歌を持っことができたか。

54321

io.億 の作品を見て正 しく評価をすることができたか。5・4・3・2・1

一22一



(6)実 証 授 業 の ま とめ と考 察

ア 結 果

・学 習資料 、個人 カー ドを使用 した、 グループでの意見交換 は、生徒 の意

欲 の喚起、 ね らいの明確化 につなが った。

・班長 への支援 の場 を設 け ることは、班長 の意識 が高 ま り、 グルー プの意

識 向上 につなが った。

・柔道 では、 ビデオを使用 して動作分析 を行 うことは、技 に興味 や関心 を

もち、相手 の動 きに対応 した攻防 にっなげてい くことがで きた。

・ダ ンスで は、模範 とな るビデオを見 る ことで、興 味や関心 が高 ま り、生

徒 自身 の動 きを収 めた ビデオを、 グループで見 ることによ り、話 し合 い

を活性化 させ、 よ り課題 を明確 にす る ことがで きた。

・話 し合 いで学習資料 や学習 カー ドを活用す る ことは、 目標 やね らいが常

に確認 され、生徒 自身 が活動 の見通 しを もっ ことにっ なが った。

・ね らい2に おいて、柔道 の試合 の方法 や ダンスの発表 の方法 を生徒 自身

で考 える時間 を設 ける ことは、生徒 の主体 的活動 にっ なが った。

・生徒 に、学習資料、 ビデオ、 ミュー ジックテープで好 きな技 や リズム、

ダ ンスを選 ばせ る時間 を設 けた ことは、 よ り意欲 を高 める とともに、柔

道 ・ダンスの学 び方 を学習す る ことににっ なが った。

・学 習資料、個人 カー ドを使用 したグループでの話 し合 いは、 自己の成果

の確認 と次時 に予定 されている試合 や発表 に向 けて、新 たな課題 の設定

や意欲 にっ なが った。

イ 考 察

○ オ リエ ンテ ー シ ョ ン1で の柔 道 ・ダ ンス の試 しの時 間 を設 定 す る こ とは、 生 徒 の よ り

良 い領 域 の選 択 にっ なが り、 興 味 ・関 心 が 継 続 さ れ意 欲 的 な取 り組 みが 期 待 で き、 有

効 で あ る。

○ 学習 カー ドや グルー プカ ー ドの活用及 び リー ダーを中心 とす る学 び合 いの活動 を工 夫 す る

こと は、生徒 の主体 的 な活動 を 引 き出 す と ともに、技 能 の向上 にっ なが り、有 効 であ る。

○生 徒 自身 に試 合 や 発 表 会 の方 法 を 考 え させ る こ と は、 生 徒 の学 習 へ の取 り組 み が意 欲

的 に な る と と もに、 グ ル ー プの 課 題 解 決 にっ なが り、 有 効 で あ る。

○学 習 カ ー ドの評 価 項 目 をわ か りや す く工 夫 す る こ と は、 生 徒 の グ ル ー プ活 動 で の状 況

を把 握 で き、 課 題 解 決 へ の支 援 に有 効 で あ る。

○ 男 女 共 習 で 行 うこ と は、 体 力 的 な 違 い は あ るが 、 協 力 や 思 い や りの心 を育 て るよ い機

会 とな り、 グル ー プで の積 極 的 な 取 り組 み に有 効 で あ る。

ダ ンスで は、 学 習 カ ー ドや ビデ オ に よ る話 し合 い の場 を設 け る こ とは、 そ の特 性 を

表 現 す る こと にっ なが り、 有 効 で あ る。

一23一



皿 研究のまとめと今後の課題

1研 究 の 成 果

生 徒 の運 動 に親 しむ 資 質 や 能 力 を 高 め て い くに は、 選 択 制 授 業 を通 して、 運 動 の楽 しさ や

喜 び を味 わ い、 運 動 の 課 題 を 主 体 的 に解 決 で き る能 力 を培 う こ とが 必 要 で あ る とい う観 点 か

ら、 本 研 究 主 題 を設 定 した 。 主 題 に迫 るた め に は、4っ の観 点 か ら実 証 を行 った。

(1)「 関 心 ・意 欲 」の 支 援 の 工 夫 につ いて

ア 話 し合 い や、 事 前 の調 査 は、生 徒 が 選 択 した い種 目や活 動 計 画 を把握 す る ことがで き、

生 徒 が 意 欲 を もって取 り組 む ことが で き た。

イ 学 習1に お いて 、 自由 試 技 の 時 間 を 設 定 した こ と は、事 後 の感 想 文 か ら 「い くっ も種

目が 体 験 で き目的 を も って種 目 を選 択 す る ことが で き た。」 等 の 感 想 が 見 受 け られ る こ

とか ら、 選 択 制 授 業 の取 り組 み に は大 き な効 果 が あ る こ とが分 か っ た。

② 「仲 間 」 の支 援 の 工 夫 につ いて

ア 生 徒 の学 習 カ ー ドや グ ル ー プ ノー トを活 動 中 に いつ で も誰 で もが 見 られ る よ うに した

こ とは、 仲 間 の め あて や グ ル ー プ の め あて を意 識 しなが ら活 動 す る こと にっ なが り仲 間

意 識 を高 め る こと に効 果 が あ った。

(3)「 特 性(楽 しさ ・喜 び)」 の支 援 の工 夫 につ いて

ア 生 徒 が ビデ オ や デ ジ タル カ メ ラな ど の視 聴 覚 機 器 機 を気 軽 に使 用 で きる よ うに設 定 し

た こ とに よ り、 学 習 カ ー ドに多 くの生 徒 が 、 「見 通 しが もて た」 と書 い て お り、 課 題 把

握 や解 決 に有 効 で あ った。

イ 電 子音 の ピ ス トル や ス パ イ ク シ ュー ズ等 種 目 の専 門 用 具 を使 用 した こ とに よ り、 興 味

や関 心 。意 欲 を高 め る こ とにっ な が った。

(4)「 技 能 、 知 識 ・理 解 」 の支 援 の工 夫 に つ い て

ア 種 目の練 習 内容 の ビデ オ や生 徒 自身 の動 きを ビデ オカ メ ラに収 め、 それ を話題 に グルー

プで話 し合 う時 間 を設 け た こ とは、 技 能 の 向上 や知 識 の理 解 にっ な が った と答 え た生 徒

が 多 く、効 果 が あ った。

2今 後 の課題

(1)生 徒が作成 した学習計画 に対 して具体 的支援 を工夫 をす ることで、生徒 の主体 的活動を

より充実 させ る必要 があ る。

② 学 習IIに おけ る学習 内容 の改善 と工夫 を行 い、生徒 の関心 ・意欲 が継続 され るよ う支援

を工夫す る必 要があ る。

(3)仲 間同士 の課題解決 を容 易 にす るたあに、仲 間 との交流 の場 の支 援 を工夫す る必要が あ

る。

(4)学 習資料や用具の活用の仕方を工夫す ることにより、 よ り一 層、特性 に触 れるよ うにす

る必要があ る。

(5)「 運 動に親 しむ資質や能力を高め る」 ための さ らな る支援の工夫及 び評価 ・評定 の在 り

方 につ いて研究をす ることによ り、選択 制授業の充実 を図 る必要が ある。
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